
平成３０年度職員研修
「自殺対策」研修アンケート　集計結果

1　回答者情報

（１）性別

男性 女性 無回答 合計

人数 220 149 37 406

割合 54.19% 36.70% 9.11% 100%

（２）年齢

１９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳以上 無回答 合計

人数 2人 87人 87人 121人 86人 18人 5人 406人

割合 0.49% 21.43% 21.43% 29.80% 21.18% 4.43% 1.23% 100%

２　テーマは興味があるものでしたか？

非常に
興味深い

やや
興味深い

あまり
興味ない

興味ない 無回答 合計

人数 109人 243人 36人 6人 12人 406人

割合 26.85% 59.85% 8.87% 1.48% 2.96% 100%

３　自殺や自殺対策に対する知識・理解は深まりましたか？

非常に
深まった

やや
深まった

あまり深まら
なかった

深まら
なかった

無回答 合計

人数 120人 253人 12人 2人 19人 406人

割合 29.56% 62.32% 2.96% 0.49% 4.68% 100%

４　「ゲートキーパー」という言葉・役割を研修前に知っていましたか？

知っていた 知らなかった 無回答 合計

人数 110人 290人 6人 406人

割合 27.09% 71.43% 1.48% 100%

５　自殺対策は市民一人ひとりが関わる問題だと思いますか？

そう思う
どちらかと
いえば
そう思う

あまり
そう思わな

い
そう思わない

どちらとも
いえない

その他 無回答 合計

人数 202人 139人 20人 8人 31人 2人 4人 406人

割合 49.75% 34.24% 4.93% 1.97% 7.64% 0.49% 0.99% 100%

【追加資料２】 



人数 割合

207人 20.33%

143人 14.05%

202人 19.84%

226人 22.20%

25人 2.46%

88人 8.64%

37人 3.63%

27人 2.65%

33人 3.24%

5人 0.49%

9人 0.88%

16人 1.57%

1,018人 100.00%

【年代】

１９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上

人数 300人 193人 144人 155人 177人 129人 89人 59人

割合 25.27% 16.26% 12.13% 13.06% 14.91% 10.87% 7.50% 4.97%

無回答・
無効回答

合計 （回答者数）

人数 14人 1,187人

割合 1.18% 100%

【対象】

学生・生徒等
被雇用者・
勤め人

自営業者・
家族従事者

主婦・主夫 失業者
年金・

雇用保険等
生活者

その他
無回答・
無効回答

人数 324人 237人 120人 91人 212人 126人 10人 18人

割合 28.47% 20.83% 10.54% 8.00% 18.63% 11.07% 0.88% 1.58%

合計 （回答者数）

1,138人

100.00%

区・自治会等の自治組織

民生委員・児童委員

NPO法人等の市民活動団体

(406人)

(406人)

(406人)

事業所・企業

警察・消防

６　自殺対策を推進したほうが良いと思う機関はどこであると考えますか？
　　（３つまで回答可）

７　自殺対策を推進したほうが良いと思う年代・対象はどの項目と考えますか？
　　（当てはまるものすべて）

小・中学校・高等学校等の学校

医療・福祉・法律、その他相談窓口等の専門機関

国・県

（回答者数）

市

合計

無回答・無効回答

特にない

その他



人数 割合

168人 16.08%

171人 16.36%

61人 5.84%

49人 4.69%

24人 2.30%

3人 0.29%

139人 13.30%

9人 0.86%

24人 2.30%

82人 7.85%

59人 5.65%

92人 8.80%

41人 3.92%

30人 2.87%

61人 5.84%

32人 3.06%

1,045人 100.00%

自殺に対する正しい理解の普及啓発

自殺未遂者・親族等への相談・支援の充実

学校・家庭での「いのち」の教育

自殺対策に関わる人への研修の充実、人材の育成

（回答者数）

相談場所のわかりやすい周知

生活困窮相談の充実

失業・労働相談の充実

債務（借金返済）相談の充実

税（滞納）相談の充実

職場・学校での心の相談窓口の充実

合計

無回答・無効回答

電話やインターネット（SNSを含む）を利用した自殺や心の相談の充実

関係機関との連携強化・関係団体支援

障がい者等への相談・支援の充実

高齢者の孤立を防ぐ対策

子ども若者への相談・支援の充実

(406人)

８　自殺対策として、重要だと思うことはどのようなものだと考えますか？
　　（３つまで回答可）


